
 

第９号議案 

 

平成２８年度の系統利用者の利用登録可能なマージンの公表について 

 

（案） 

 

本機関は、業務規程第７８条に基づき、電力の安定供給を確保しつつ、系統利用

の利便性向上を図るため、系統利用者が連系線のマージンの一部を利用することを

認めている。 

 

ついては、平成２８年度の利用登録を可能とするマージンについて、別紙のとお

り定め、業務規程第９２条別表１１－１に基づき、１０月３０日に公表したい。 

 

なお、「調整力等に関する委員会」において、連系線マージンの今後のあり方に

ついて検討を進めていること、また、来年度の広域機関システムの運用開始に伴い、

送配電等業務指針附則第４条の暫定措置が解除されることを考慮し、平成２８、 

２９年度分の年間マージンの公表期日（平成２８年３月１５日）に再度公表する 

こととしたい。 

 

別紙： 

 系統利用者の利用登録を可能とするマージンについて（平成２８年度分） 

 

 

以 上 

 

 



第９号議案 別紙 

 

平成２７年１０月３０日 

 

電力広域的運営推進機関 

 

 

系統利用者の利用登録を可能とするマージンについて（平成２８年度分） 

 

 

 当機関は、業務規程第９２条別表１１－１に基づき、平成２８年度の利用登録可

能なマージンについて、添付資料のとおり公表いたします。 

現在、「調整力等に関する委員会」において、連系線マージンの今後のあり方に

ついて検討を進めておりますので、その結果を踏まえ、平成２８、２９年度分の年

間マージンの公表期日（平成２８年３月１５日）に再度公表することと致します。 

なお、来年度より全連系線が対象となる予定であることから、上記に合わせて 

公表いたします。 

 

添付資料：マージン内訳表（平成２８年度） 

 

 

以 上 

 

 



添付資料

マージン内訳表（平成２８年度）  （利用登録可能なマージンが設定されている断面のみ記載）

北海道本州間連系設備　順方向：北海道→東北

２０１６年度　６月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 500 320 （100） 0 180
夜間帯 500 360 （100） 0 140
昼間帯 500 360 （100） 0 140
夜間帯 500 370 （100） 0 130

２０１６年度　７月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 500 300 （100） 0 200
夜間帯 500 370 （100） 0 130
昼間帯 500 350 （100） 0 150
夜間帯 500 370 （100） 0 130

２０１６年度　８月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 500 350 （100） 0 150
夜間帯 500 370 （100） 0 130
昼間帯 500 350 （100） 0 150
夜間帯 500 370 （100） 0 130

２０１６年度　９月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 500 310 （100） 0 190
夜間帯 500 370 （100） 0 130
昼間帯 500 350 （100） 0 150
夜間帯 500 370 （100） 0 130

※ 前日スポット市場に対する空容量が相当期間連続して確保されない等の影響に配慮し、「利用登録できないマージン

　 量②」の内数として、スポット取引への配慮分を設定することがあります。

　　

様式に関する補足

　・本来、確保するマージン量は「マージン確保量①」であるが、「空容量等」の画面で公開

　　しているマージンは、「利用登録できないマージン量②」と「利用登録可能なマージン量

　　④」を合算した値となる。（下図参照）
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「空容量等」の画面で公開しているマージンおよ
び計画潮流の値は次の通り。
マージン：②＋④（言い換えると①－③）
計画潮流：③＋⑤

（⑤）
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東京中部間連系設備　順方向：東京→中部

２０１６年度　７～８月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 800 700 （100） 0 100
夜間帯 800 700 （100） 0 100
昼間帯 800 700 （100） 0 100
夜間帯 800 700 （100） 0 100

２０１６年度　９月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 750 700 （100） 0 50
夜間帯 750 700 （100） 0 50
昼間帯 750 700 （100） 0 50
夜間帯 750 700 （100） 0 50

２０１６年度　１～２月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 750 700 （100） 0 50
夜間帯 750 700 （100） 0 50
昼間帯 750 700 （100） 0 50
夜間帯 750 700 （100） 0 50

※ 前日スポット市場に対する空容量が相当期間連続して確保されない等の影響に配慮し、「利用登録できないマージン

　 量②」の内数として、スポット取引への配慮分を設定することがあります。

　　

様式に関する補足

　・本来、確保するマージン量は「マージン確保量①」であるが、「空容量等」の画面で公開

　　しているマージンは、「利用登録できないマージン量②」と「利用登録可能なマージン量

　　④」を合算した値となる。（下図参照）
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「空容量等」の画面で公開しているマージンおよ
び計画潮流の値は次の通り。
マージン：②＋④（言い換えると①－③）
計画潮流：③＋⑤

（⑤）
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東京中部間連系設備　逆方向：中部→東京

２０１６年度　６～９月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 -800 -700 （-100） 0 -100
夜間帯 -800 -700 （-100） 0 -100
昼間帯 -800 -700 （-100） 0 -100
夜間帯 -800 -700 （-100） 0 -100

２０１６年度　１２月、１～２月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50

２０１６年度　３月 （単位　ＭＷ）
マージン 利用登録できない 既利用登録 利用登録

確保量① マージン量②（ｽﾎﾟｯﾄ配慮分※） 量③ 可能量④

昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
昼間帯 -750 -700 （-100） 0 -50
夜間帯 -750 -700 （-100） 0 -50

※ 前日スポット市場に対する空容量が相当期間連続して確保されない等の影響に配慮し、「利用登録できないマージン

　 量②」の内数として、スポット取引への配慮分を設定することがあります。

　　

様式に関する補足

　・本来、確保するマージン量は「マージン確保量①」であるが、「空容量等」の画面で公開

　　しているマージンは、「利用登録できないマージン量②」と「利用登録可能なマージン量

　　④」を合算した値となる。（下図参照）
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マージン：②＋④（言い換えると①－③）
計画潮流：③＋⑤

（⑤）
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